




であるが、まず始めに 『あ・うん』 について簡単に説明しておく必要がある。それというのも、 『あ・うん』 にはいくつかの形態があり、単に向田作 『あ・うん』 と う場合、いずれを想定しているのか特定せねばならぬからである。分類は大まかに次のとおりである。　
①






























未調査である。 本論文では底本に初版本を用いたが、 ａとｂとに重大な違いはないものと考え、 ａ、 ｂ含めて単行本 『あ・うん』 と称することとする。また、ａ、ｂ、ｃの別を問わない場合は小説 『あ・うん』 と称する。ｃについては、昭和五五年三月五日 『別冊文藝春秋』 掲載 「あ・うん」 、その続編にあたる昭和五六年六月一日 『オール読物』 掲載の 「やじろべえ（あ・うんパートⅡ） 」が雑誌発表形ということになる。なお、雑誌発表形について気になる点を挙げると 初版本刊行よりも 「やじろべえ （あ・うんパートⅡ） 」 の発表が遅いことである。通常であれば、雑誌発表の後に単行本化する流れが一般的であろう 思われるが、 やや例外的であったと指摘できる。以後ｃを話題とする際 、 雑誌発表形 「あ・うん」 とし、 「やじろべえ （あ・うんパートⅡ） 」 も同様とする。ま 両作を含めて、あるいは都度明記しなくとも判別可能と思われる場合は、単に雑誌発表形と称することとする。　
さて、本論文の趣旨は雑誌発表形と単行本 『あ・うん』 、さらに脚本とを比較することで、生成論的アプロ―チを試
みるものである。単行本とは内容が大きく異なっているにもかかわらず、これまで雑誌発表形 顧み 研究は管見の限り見当たらない。い ば雑誌発表形は小説家向田の可塑性を示す重要な資料である。豊田健次は『それぞれの芥川賞
 直木賞
（１）








五〇年四月二九日、サンケイ出版） であり、 『あ・うん』 は二度目の作ということになる。だが、 「はじめてのことで不安でならない」と豊田に語ったように、向田にとっ 『寺内貫太郎一家』は小説 して納得のいくものではなかったよう
である。以降、 「幸福」 （五五年九月一日、 『オール読物』 ） 「隣の女―現代西鶴物語」 （五六年五月一日 『ドラマ』 ） といった小説が、同名ドラマとほぼ並行して雑誌に掲載された。したがって、これらもおおまかにいえばノベライゼーションということになるのだろう。だが、 『寺内貫太郎一家』 や 『あ・うん』 ほど脚本に寄りかかってはおらず、この時点で脚本と小説とは明確に分かたれている。それでは、 『あ・うん』 は単に脚本を踏襲した作という位置づけでよいだろうか。なるほど、展開や各回のエピソード等、確かに脚本 即しているといえる。けれども、 『寺内貫太郎一家』 のリライトが、とう う脚本を脱するも とはならなかったことと比すれば、 『あ・うん はノベライゼーションとし る
が、はじめてのことで不安でならない。手はじめに、ノベライゼーション――放送台本の小説化と うかたちでやってみたい。ついては、 『あ・うん』 という作品をＨＮＫ わたし あって、もう出来上がっている。試写会が近くあるから、それを見 豊田さんがこれでもよろしいというのであれば小説にする」 と うお話でした。
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かに成功しているだろう。とはいえ、けっして容易くやり遂げたことを意味しない。むしろ脚本と小説との間でその違いに揺れながら、小説としてなんとか書ききったというような類のものである。このようなリライト時の困難を物語って るのが、雑誌発表形 「あ・うん」 および 「やじろべえ （あ・うんパートⅡ） 」 と単行本とに見られる異同な である。では実際 、向田 どのように小説に挑んだかを審らか していくが、まず各話タイトル 変遷について整理しておく必要がある。あわせて前頁の表を参照されたい。脚本 『続あ・うん』 の 「恋」 、 「実らぬ実」 は単行本・雑誌発表形には存在しないタイトルだ 「恋」 は 四角い帽子」 に、 実らぬ実」 は 「芋俵 の内容に含まれている。また、 「送別」 は「四人家族」 へとタイトルを変更している。各話タイトルの変遷は以上である。　
次に単行本と雑誌発表形の本文異同についてだが、調査から次のように考察した。なお、異同の委細は資料編を参
照されたい。　
雑誌発表形 「あ・うん」 の 「１」 （脚本・単行本で 「狛犬」 にあたる章） には、 「２」 「３」 、 「４」 と比すれば大幅な書き
入れは見られない。このことから考えられる可能性として、入稿時 「１」 まではドラマ収録が済 でおり、 「２」 、 「３」 、「４」 にあたる回は収録中あるいは未収録であったということを挙げられるが、仮にそうであるとしても、すでに 『あ・うん』 の骨格はできあがっていることをうか わせ 。ち みにドラマ 『続あ・う 』 では当初、第一回、第二回いう回数の表示のみ 、 各話タイトルはなかったようである
（２）
。だが、 ドラマ 『あ・うん』 の各話タイトルがどうであっ
たかについては不明である。とは え、当初は回数のみで、後に各話タイトルが付されたのだとして一応矛盾はな 。したがって、雑誌発 形 「あ・うん」 は構想時の俤を残し と考えられる である 詳しくは後述するが 雑誌発表形には存在しなかったエピソードの挿入が、単行本では顕著に行われている点も非常に興味深い。　
同じく雑誌発表形の 「やじろべえ （あ・うんパートⅡ） 」 にも、それなりの加筆削除 行われているものの、筋自体の
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一〇八　　向田邦子『あ・うん』雑誌発表形と単行本における異同および生成について
大きな変更はない。すでに 『別冊文藝春秋』 に前作 「あ・うん」 を発表していることを考えれば、それも当然であるといえるだろう。ただし、掲載誌が異なっており、いわゆる連載小説と見做してよいかという疑問は残る。そのため、 「やじろべえ （あ・うんパートⅡ） 」 には前作未読者に向け、情報を補 加筆が散見する （単行本刊行時には削除） 。そのほか字句、句読点、ルビなどの細かな訂正が目立つ。　
さて、雑誌発表形 「あ・うん」 が、脚本・ドラマとはやや展開の異なるものであったということが、調査の結果明ら









































とえば 『幸福』 なども脚本と小説とを見比べることのできる作であり、脚本と小説両者の違いが 『あ・うん』 と比べてさらに際立っている。ドラマ 小説もそのタイトルは 『幸福』 であり、テーマも共通しているが、両者は書き方も視点も大きく異なっている。脚本は脚本であり、小説は小説であるのだから、それぞれにふさわしい書き方をせねばならぬ。けれども、 ノベライズという方法をとる以上、 書き分けることはかえって困難であるかもしれな 。 『寺内貫太郎一家』のノベライズ化が、恐らくそのことを指し示している。試みに、 寺内貫太郎一家』 の脚本と小説とを見比べてみる。
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一〇八　　向田邦子『あ・うん』雑誌発表形と単行本における異同および生成について
























貫太郎 「 （なんだい） 」
　




貫太郎 「 （フン……） 」
　　
大きな背を見せて出てゆ 貫太郎。ワンマンで あるが、要所要所は里子に押えられている感じ。




ラ下げている成田山のお守りを腹巻の中に押し込んでやる。ことのついでに、見事に突き出た夫の腹を、軽くポンポンと叩く。貫太郎は、フン、といった顔をしてうそぶいている。どうやら小学校へ出かけてゆく子供が 母親に 「気をつけて行ってらっしゃい」 とランドセルを叩かれているようなところもある。ワンマンではある 要所要所は女房の里子が押えているようだ。
　
向田作のドラマ脚本が流布したのは向田の没後のことであるから、小説 『寺内貫太郎一家』 刊行当時、読者が脚本と
小説とを比べることはできなかった。いま両者を突きあわせてみると、向田の苦悩を想像できるように思われる。すなわち、脚本をあらためて小説に書き起こす 「意味」 に突き当たってしまうのだ。脚本を脱することができない、というのはつまりそういうことである。小説 『あ・うん』 執筆時、 『寺内貫太郎一家』 での失敗 （こういってよけ ばだが） は、向田の頭の片隅にあったはずである。　
ところで、雑誌発表形 「あ・うん」 が、脚本とは別の展開・別の視点で意図的に著されたとすれば、単に脚本をリラ
















































































門倉も家族同然であった、という意味で 「四人家族」 というタイトルを付したのだろうが、さと子はその 「四人家族」






























許に 〝続あ・うん〟 の五冊の台本がある。表紙にはそれぞれ回数が刷り込まれているのは当然だが、その横にペン書きで、サブタイトルが記入さ ている。 （略） 録画の終了と同時に出来上る完本ともいうべき活字台本に、サブタイトルは印刷されていない。最初はなかったのである。 」
（３）





手段であって目的ではない。作者が自分の内部に造形し構築したドラマを制作現場に分りやすく伝えるためにやむを得ず書いているの あってほかにもっと い方法 （楽譜とか設計図とか ように） があれば文章で表現する必要はないのだ。／従って脚本家は直接表現である 「セリフ」 には全力を傾注するが 「ト書」 の文学的表現にうまみをやつすということはまずない。ドラマの形が 場に伝わればそ でいいのである。 」
（４）






女性の冷感症Ⅰ』 （三笠書房、 昭和三〇年六月一五日） に 「自




本資料編は 『別冊文藝春秋』 昭和五五年三月掲載 「あ・うん」 及び、 『オール読物』 昭和五六年六月特別号掲載 「やじろ
べえ （あ・うんパートⅡ） 」 と、単行本 『あ・うん』 の本文異同について検証するものである。　
凡例
○昭和五六年五月二〇日文藝春秋刊 『あ・うん』 を底本として用いた。○底本本文の頁・行を示し、初出本文と異なる箇所を ［
　
］ で括り、 ［初出本文→底本本文］ のように表す。必要に応じ

































































11　［ 「→ 〈削〉 ］ 今度もそうかしら ［






































































































































































































14　「 ［お前は→ 〈削〉 ］ なんてことを言うんだ。
34・
2　「あいつ――［じゃあ→ 〈削〉 ］ 」
34・
12　





















































］ りの断髪だった。 ［ 〈ナシ〉




 下腹を押 ［さ→ 〈削〉 ］ えながら、
40・
13　






















































































管］ を借りて刻みを ［吸→喫］ い、いまアルマイトの折






























































 徹底的に ［直→治］ せ。
56・





















そのまま離れて ［すわ→坐］っていた。 ［ 〈ナ




















































































































































































































































































































 ［ 「奥さん」→〈削〉 ］
 ／
 身を揉んですすり上げ
る痩せた ［体→からだ］ を、 仙吉は強く抱きしめた。 いま ［、→〈削〉 ］出来ることはこれしかなかった。これしかなが、これから先、どうしたらいいのか。 ［ 〈ナシ〉 →
 ／
 は
































に］ 立って、 ［ 〈ナシ〉 →大きく外股に脱ぎ捨
ててある］ 仙吉の庭下駄を見て た。 ［ 〈改行ナシ〉 →
 ／
 ］















































































































見物のたみもさと子も ［、→ 〈削〉 ］ おかしく
77・
10　





































































































































































































































立で ［、→ 〈削〉 ］ さと子を
92・
7　

































































をしながら ［、→ 〈削〉 ］ うたた寝を
96・
5　
競争相手続出で 、→ 〈削〉 ］ 苦しいらしいと、
96・
7　
社長なんておだてられて ［ ナシ〉 →、 ］ 倍にも三
倍にもでっかく見せて ［た→ 〈削〉 ］ 無理してたのが、
96・









































































8　［ 〈ナシ〉 →琴の］ お師匠さんに
103・



























































6　「でも、うちの母と ［、→ 〈削〉 ］ 門倉のおじ
さん ［ 〈ナシ〉 →は］ 、手を握ったこと ［ 〈ナシ〉 →も］ ないと思うんです。手どころか、ことばに出して好き と言っ








































愛も恋愛 」 → 〈削〉 ］ 恋愛ということばを、













































































































































































































































東京駅 ［ 〈ナシ〉 →一、 ］ 二等待合室だった。
123・
7　
本来は ［、→ 削〉 ］
123・
10　




イタチは必死でいいわけし、あとはお決りの初太郎の自慢ばなしだった。 ］ 札入れが百円札でふくれ上っていた全盛時代のはなしをしながら、 ［ 〈ナシ〉 →初太郎は］ 前 めりに
123・
14　
うちにかつぎこまれたとき［ 〈ナシ〉 は］ 、 ［初




目で ［、→ 〈削〉 ］ もう駄目なのよ と教えた。












 →り、 ］ たみが、
125・
11　







本箱にならんだ ［ 〈ナシ〉 →むつかしい］ 本の




































































































父親の ［水田→ 〈削〉 ］ 仙吉と ［親友の→ 〈削〉 ］ 門倉




































 門倉は ［、→ 〈削〉 ］ そのままで
133・
14　













すぐ門倉が ［ 〈ナシ〉 、 ］ 女房の
135・
9　












































































































ヤボな客で断 ［わ→ 〈削〉 ］ るのが
138・
6　
糸目をつけないから、 ［う→こっ ち 座敷に」
138・
14　
のぼせるだけあって ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 上背のある
139・
9　「おい ［、→ 〈削〉 ］ 水田」
139・






























思いが ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 夜の
143・








6　「梅ヶ枝の ［ 〈ナシ〉 →
 
 ］ 手水鉢」 は
143・
8　














 老人とならんで ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 四角い
146・
12　
































洗面所の鏡に ［ 〈ナシ〉 、 ］ 歯ブラシをくわえた

































恢］ 疎ニシテ ［漏→洩］ ラサズ』
155・
8　











お父さんに曲 ［が→ 〈削〉 ］ られたら
157・
11　






























二の次 ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 三の次に
161・
13　
たみを泣かせ ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 金を
162・
9　
目を覚 ［ 〈ナシ〉 →ま］ していた
162・
14　












































































それまでだけどさ ［、→。 ］ 生れて ［始→初］










仙吉が ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 綺麗ごと言うなよ、
173・
4　
出さないでくれと ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 言いたい放題
173・
6　
仙吉は ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 今日明日と
174・
3　














仙吉と ［修造 門倉］ を
176・
12　































い ［ 〈ナシ〉 →、 ］ と ［、→ 〈削〉 ］ 一同を
184・



























やわらかく ［、→ 〈削〉 ］ 作造を突 ［ 〈ナシ〉 →っ］ つ










顔を見合 ［わ→ 〈削〉 ］ せ溜息をついたところで、
事情を察したらし ふみが ［ 〈ナシ〉 →、 ］
186・
7　













［が→ 〈削〉 ］ 盗まれたの、
188・
12　
入ってくりゃ［ 〈ナシ〉 → ］ あたしに
188・
14　













ここがカア ［ 〈ナシ〉 →ッ］ と
189・
12　












→鞄］ を受けとったのは ［、→ 〈削〉 ］ 白い割烹
















ドンブリがけと ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 割烹着が
192・




出かけ直したんですけどね ［、→。 ］ 待てよ、









ふみは絵 ［で→に］ 描いたように ［下→ 〈削〉 ］ うつ
むき ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 洋間なので ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 畳のケバの
192・
14　





























 「ほんとだったんです ［、→。 ］ 作造さん、
196・
11　




肝 ［心→腎］ の体のほうが ［、→ 〈ナシ〉 ］
197・
13　
或日 ［、→ 〈削〉 ］ 突然
198・
2　













許せない ［ 〈ナシ〉 よ 。
200・
13　



































    便所にも
202・
11　






食ってかか 、 ［結局、→ 〈削〉 ］ その晩
204・
1　










子供の手 ［、→ 〈削〉 ］ 引っぱって ［ 〈ナシ →、 ］
205・
5　
肩で風切ってるってこ ［と→ 〈ナシ〉 ］ も
205・
9　


















はじめて ［、→ 〈削〉 ］ 義彦の
206・
8　




























































 「どうしたの ［。→、 ］ ねえ」
211・
5　









お上りといって ［、→ 〈削〉 ］ 手を振り ［ 〈ナシ〉 →、 ］ 歩いていった。
214・
10　




 「門倉 ［。→、 ］ お前、
216・
10　
つき合ってくれ ［。→、 ］ 仕事の
216・












遊びにくること は が あっても、
217・
13　
見合 ［わ→ 〈削〉 ］ すだけ
218・
2　





















 朝刊をひろげた ［ものの→まま］ 、
221・
3　［ 『舞踏会の手帖』 → 「舞踏会の手帖」 ］
221・
14　




























 目黒駅を ［下→お］ りたところの
225・
9　
手を差 ［し→ 〈削〉 ］ 出した。
225・
12　
目と鼻 ［ 〈ナシ〉 →のところ］ におでん・かん酒の
226・
12　




 「勿論 ［、→ 〈削〉 ］ そんなことは
227・
9　










 「お宝が入ってるから ［、→ 〈削〉 ］
手出す
［〈ナ



































































門倉は ［ 〈ナシ〉 →、 ］ ちょくちょく
   
241・
10　
男の ［煙草の→ 〈削 ］ 空箱で




13）　［ 〈ナシ〉 →大事そうに］ 一本抜いて火を
つけた。
140・
2（
318・
7）　「だまして ［すみま→申訳ありま］ せん
でした」
